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１ 競輪事業の仕組み 

（１） 競輪事業の目的 

◆ 競輪事業は、自転車競技法（昭和２３年法律第２０９号） に基づき、 
 ①自転車その他機械工業の振興 
 ②体育、社会福祉など公益の増進 
 ③地方財政の健全化  
 を目的として、都道府県・市町村が実施。 

（２） 競輪場数等（平成２９年４月１日現在） 

◆ ４３地方公共団体が、４３ヵ所の競輪場にて実施。 
  平成２５年度以降の廃止場（１場）：一宮競輪場（専用場外車券売場へ移行） 
  平成２５年度以降の撤退団体（３団体）：一宮市、藤沢市、神奈川県競輪組合 
◆ 専用場外車券売場数は７２ヵ所。 
  平成２５年度以降の設置場（６場）：サテライト前橋、サテライト湖南、サテライト鳥取、 
                       サテライト熊本新市街、サテライト川辺、サテライト宇土 
  平成２５年度以降の廃止場（１場）：サテライト阿賀野 



経済産業省 

 
 

 
 
 
 

競輪施行者 
43団体（41地方自治体・2事務組合） 

競輪開催 
43場 

お 客 様 

(一社)日本競輪選手会 
選手数：２，３８８人 

登録・斡旋・ 

要請・訓練 

指導    監督 

審 判 ・  検 車 

番組編成・管理 

出場契約 

車券発売 

施設管理 
開  催 

出  場 

競技実施 

事務委託 

車券購入 
払戻金 

（売上額の７５％） 

売上の一定割合を 

交付金として納付 

（競輪振興法人） （競技実施法人） 

場外車券売場 
（場間場外＋ 

専用場外72場） 

売場設置契約 

職員派遣 

賃借料・発売経費 

車券発売 

賞金 

委
託
料 分担金 

(公社)全国競輪施行者協議会 
（会員：43競輪施行者） 

公益法人、ＮＰＯ、 
社会福祉法人等 

社会公益還元 

（補助金） 

（公財）ＪＫＡ 
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（３） 競輪関係団体・機関（平成２９年６月１日現在） 
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開 設 昭和２７年（１９５２年）１２月      

施設規模 

敷地面積 約67,000㎡（駐車場  約24,000㎡を含む） 
       （国有地は46,000㎡、市有地は21,000㎡） 

建物延床面積 約22,000㎡ 

収容人員 

総収容人員 約22,600人（立見を含む） 

一般観覧席 東スタンド1,122席/西スタンド1,130席 
第一特別観覧席 241席  第二特別観覧席 286席（現在閉鎖中）  サービスセンター 304席 
第1・3投票所休憩室 各80席 駐車場 1,297台 

発売払戻窓口数 有人 25窓/自動機 36台（最大） 

アクセス ＪＲ広島駅から電車、バスで30分 

２ 広島競輪事業の概要 

（１） 広島競輪場の施設概要 



１．競輪事業に係る業務を一括して、民間事業者に可及的速やかに委託すること。委託契約の終期は、最長でも 

 平成３０年度までとすること。 

  

２．民間事業者への一括委託に際して、引き続き就業を希望する従事員については、民間事業者においても雇 

 用が確保されるよう最大限配慮すること。  

 

３．平成２９年度までの事業実績において、 

 ⑴ 事業収支に単年度赤字が生じた場合。（原因が、天災によるレースの中止等である場合を除く。） 

 ⑵ 競輪場施設の解体等に必要となる経費及び適正規模の一般会計への繰出しに必要となる資金が確保で 

  きないことが明らかとなった場合。 

  平成３０年度をもって事業を廃止すること。 
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◆前回答申要旨（平成２６年６月５日受理） 

委 託 期 間 平成２７年４月１日～平成３１年３月３１日（４年間） 

受 託 者 日本写真判定株式会社（東京都千代田区） 

委 託 料 限 度 額 ３億２，３９２万４，０００円（１年当たり） 

契 約 の 主 な 内 容 

毎年、３億円の収益を保証する。 
歳入歳出差引額が３億円に満たない場合、その不足額を補填する。 
 
歳入＝歳入総額－前年度繰越金－基金繰入金 
歳出＝歳出総額－施設整備費－基金積立金－一般会計繰出 

◆包括委託契約の概要（平成２７年３月２日契約締結） 

（２） 前回答申と包括委託契約の概要 
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広島競輪場の関係者数（約３００人）は、県内「百貨店、総合スーパー」の１店舗当たりの従業者数（約１８０

人）の１．７倍、同じく市内「百貨店、総合スーパー」の１店舗当たりの従業者数（約２２０人）の１．４倍。 

区      分 平成29年4月(A) 
平成26年4月(B) 
（包括委託前） 

増減(A-B) 

  
  
  

広島競輪 
関係者数 

直接的 
なもの 

市職員       

一般職 ８ １５ △７ 

嘱託職員 
包括委託業者に含む 

８ △８ 

臨時従事員 ８５ △８５ 

包括委託業者 （日本写真判定㈱） ９３ ９３ 

間接的 
なもの 

警備,清掃,食堂,選手宿舎, 
電気・設備保守・機器保守等 

約１３０ 約１３０ ０ 

写真判定業務,総合案内等 包括委託業者に含む 約 ２０ △約２０ 

競輪関係 
団体 

(公財)ＪＫＡ中四国支部 １２  １３ △１ 

(一社)日本競輪選手会広島支部所属選手 約 ６０ 約 ７０ △約１０ 

合       計 約３０３ 約３４１ △約３８ 

 包括委託業者 

  へ雇用移管 

（３） 広島競輪事業の関係者 

（単位：人） 



施 設 名 
施工年度 

（年） 

築年数 

（年） 
構  造 階数 

延床面積 

（㎡） 

耐震診断 

調査結果 概算改修費 

 ①西スタンド １９６８ ４９  屋根鉄骨造その他鉄筋コンクリート ３ ４，４２０ 

耐震基準を満
たしていない 

２億９，５００万円  

 ②東スタンド １９６９ ４８  屋根鉄骨造その他鉄筋コンクリート ３ ５，５８１ ２億９，２００万円 

 ③メインスタンド 
東棟 １９６８ ４９  鉄骨鉄筋コンクリート造 ４ １，０９９ 1億   ８００万円 

西棟 １９７１ ４６  鉄骨鉄筋コンクリート造 ４ １，７３４ ５,８００万円  

合    計 ７億５，３００万円 
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◆施設の老朽化と耐震性の欠如 

（４） 競輪事業継続に当たっての課題 

◆トータリゼータシステムの老朽化 

区  分 
台  数 

（台） 
導入年度 

（年） 
経過年数 

（年） 

更  新  費  用 

買 取 ４年リース（年額） 

投票系機器 

自動払戻機 ６ １９９７ ２０ 

１億９，９８４万円 ５，４６８万円 自動発売機 １ ２００３ １４ 

自動発払機 ２９ ２００３ １４ 

情報系機器 

音声案内システム １ ２００３ １４ １，１８０万円 ３２３万円 

電話案内システム １ ２００３ １４ １，４００万円 ３８３万円 

着順制御装置 １ １９８４ ３３ １，８５０万円 ５０６万円 

合      計 ２億４，４１４万円 ６，６８０万円 

観覧席や投票所、開催本部など主要な機能が集まるメインスタンドや東・西スタンドは、震度６～７程度の地震に対し、倒壊し又
は崩壊する危険性が高い。 

トータリゼータシステムは、競輪場における車券の発券からオッズの表示と集計、配当金の計算と払戻までの一貫したシステムで
あり、投票系機器のうちの自動機及び情報系機器の一部が経年により修理部品供給が困難になっている。 
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（単位：百万円） 

区   分 

平成26年度 平成27年度 (ａ) 平成28年度 (ｂ) 
増減 

（ｂ－ａ） 
本場日数：           52日 本場日数：           46日 本場日数：           46日 

本場入場者：  69,537人 本場入場者：  54,847人 本場入場者：  47,785人 

場外日数：         276日 場外日数：         293日 場外日数：         291日 

場外入場者：447,511人 場外入場者：402,920人 場外入場者：372,625人 

歳 
 

入 

収
益
保
証
対
象
歳
入 

①車券売上（市営競輪） 10,422 11,612 10,787 ▲ 825 

②入場料 6 5 4 ▲ 1 

③場外収入（施設貸付収入等） 371 334 380 46 

④食堂等光熱水費実費回収金等 15 14 13 ▲ 1 

収益保証対象歳入計（①～④） （Ａ） ― 11,965 11,184 ▲ 781 

  ⑤収益保証補填金（3億円－（Ａ－Ｄ）） ― 31 6 ▲ 25 

  ⑥前年度繰越金 （Ｂ） 768 756 742 ▲ 14 

歳入計 （Ｃ） 11,582 12,752 11,932 ▲ 820 

歳 
 

出 

収
益
保
証
対
象
歳
出 

⑦払戻金 7,774 8,664 8,048 ▲ 616 

⑧ＪＫＡ交付金等 477 500 495 ▲ 5 

⑨選手賞金 509 486 486 0 

⑩職員人件費 158 83 75 ▲ 8 

⑪国有地借上料 126 125 125 0 

⑫開催経費（場外分） 1,129 1,323 1,088 ▲ 235 

⑬インターネット発売経費等 52 93 160 67 

⑭包括委託料 ― 309 310 1 

⑮光熱水費等 144 113 103 ▲10 

⑯開催経費（本場分） 385 ― ― ― 

⑰従事員退職金等 49 ― ― ― 

収益保証対象歳出計（⑦～⑰） （Ｄ） ― 11,696 10,890 ▲ 806 

  ⑱施設整備費等 23 48 10 ▲ 38 

  ⑲基金積立金 （Ｅ） 0 266 277 11 

歳出計 （Ｆ） 10,826 12,010 11,177 ▲ 833 

⑳翌年度繰越金（Ｃ－Ｆ） （Ｇ） 756 742 755 13 

単年度収支（（Ｇ－Ｂ）＋Ｅ） ▲ 12 252 290 38 

３ 平成２８年度歳入・歳出決算見込み 



12,796 

（58） 10,764 

（58） 

10,778 

（58） 

11,430 

（58） 
9,886 

（55） 

10,422 

（52） 

11,612 

（46） 

10,787 

（46） 8,018 

（243） 
7,022 

（232） 
6,796 

（255） 
6,417 

（262） 
6,278 

（264） 

6,249 

（276） 
6,063 

（293） 
5,791 

（291） 

10.9 10.4 9.4 8.8 7.9 7.0 5.5 4.8 

57.7 
51.4 

47.5 46.4 45.1 44.8 
40.3 37.3 

▲ 80.0 

▲ 60.0 

▲ 40.0 

▲ 20.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

24,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

市営競輪 場外競輪 市営競輪入場者数 場外競輪入場者数 
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（百万円） 

（年度） 

◆平成２８年度の１日平均入場者数は、本場の１，０４３人、場外は１，２８１人。 

（万人） 

※（  ）は開催日数 

(西日本カップ) 

（１） 市営競輪及び場外競輪の車券売上高・入場者数 

４ 広島競輪事業におけるこれまでの推移 

20,814 17,786 17,574 17,847 16,164 16,671 17,675 16,578 



1,767 1,430 1,294 1,249 980 845 641 589 

9,123 
7,436 

7,505 7,946 6,827 7,131 
8,227 

6,791 

1,906 

1,898 1,979 2,235 

2,079 2,446 
2,744 

3,407 

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

17,500

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

本場 場外 電投 

10,778 10,764 

12,796 
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（百万円） 

（年度） 

11,430 

9,886 
10,422 

11,612 

(46日) (52日) (55日) (58日) (58日) (58日) (58日) 

 ※(    )は開催日数 

(46日) 

10,787 

（西日本カップ（FⅠ）） 

（２） 市営競輪の車券売上高の内訳（発売形態別） 

電話やインターネット
投票での車券売上高 

場外車券売場での 

車券売上高 

広島競輪場での 

車券売上高 

（３） 単年度収支の状況 

130 

▲ 183 

8 

130 
54 

▲ 12 

252 
290 

▲ 300 

▲ 200 

▲ 100 

0

100

200

300

400

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（百万円） 

（年度） 



498  499  499  499  500  500  
766  

1,043  
1,343  

1,643  760  
577  585  

715  768  756  

742  

755  

755  

755  

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 

繰越金残高 基金残高 （百万円） 

  「基金」と「繰越金」とを合わせた残高は、平成２７年度からの包括委託の導入による収益保証により、委託 
 期間満了の平成３０年度末には約２４億円になると見込まれ、平成３１年度以降、競輪事業を継続する場合 
 の耐震改修経費（約７億５千万円）、或いは廃止する場合の施設解体経費（約１４億円）を賄うことができると 
 考えられる。 
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（年度） 

1,258 

1,076 1,084 
1,214 

1,268 1,256 

1,508 

1,798 

2,098 

2,398 
（参考） 

スタンド等耐震改修経費 約７億５千万円 

施設解体費 約１４億円 

見込 

（４） 基金残高等の状況 



23,943  24,049  
24,936  

25,834  
26,709  

9,176  9,476  9,953  10,423  11,112  

6,091  6,063  6,159  6,308  6,346  

3,326  3,553  3,879  4,310  4,870  

756  688  668  678  654  
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H24 H25 H26 H27 H28

中央競馬 競艇 競輪 

地方競馬 オートレース 

（年度） 

（参考） 平成２８年度の全国競輪事業概要 

（億円） 
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（１） 全国ベース各公営競技の売上高の推移 （２） 全国ベース競輪事業の車券売上高・入場者数の推移 

5,248  5,148  5,093  5,019  4,783  

820  874  946  1,032  1,122  

23  41  120  257  441  

469  423  364  330  295  

(2,000)

(1,500)

(1,000)

(500)

0

500

1,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H24 H25 H26 H27 H28

デイ ナイター ミッドナイト 入場者数 

（年度） 

（億円） 

(6,091) (6,063) (6,159) (6,308) (6,346) 

（万人） 

  近年、公営競技全体の売上げは、緩やかな右肩上がり。   レースの開始時間が遅いナイター、ミッドナイト競輪 

 の売上げが増加。 
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５ 千葉市の競輪事業の存続廃止に係る検討状況 

区 分 

千葉競輪場 広島競輪場 

開 設 昭和２５年８月 昭和２７年１２月      

敷地面積 
敷地面積 約４万４，０００㎡ 
（うち、国有地約３万１，０００㎡。 
 年間賃借料は約１億２，０００万円） 

敷地面積 約６万７，０００㎡ 
（うち、国有地約４万６，０００㎡。 
 年間賃借料は約１億２，５００万円） 

所在地 千葉県千葉市中央区弁天 広島市南区宇品海岸 

アクセス 
ＪＲ千葉駅から無料送迎バスで３分、徒歩で
１５分 
ＪＲ西千葉駅から徒歩で１０分 

ＪＲ広島駅から電車、バスで３０分 

駐車場 約５００台 約１，３００台 

収容人員 総収容人員 約３万４，５００人（立見含む） 総収容人員 約２万２，６００人（立見含む） 

平
成
27
年
度 

開催日数 ４６日 ４６日 

来場者 ５７，１３７人 ５４，８４７人 

車券売上 １２０億７，４００万円 １１６億１，２００万円 

単年度収支 ２億１，２００万円 ２億５，２００万円 

運営形態 包括委託（日本写真判定株式会社） 包括委託（日本写真判定株式会社） 

（１） 千葉競輪場の概要 
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年 月 事               項 

平成２５年４月１日 

千葉競輪開催業務について包括委託（第１回目）を実施。 
 
 
 
 
 

平成２７年１月２３日 

以下の理由により、平成２９年度末をもっての事業廃止に向けて、関係機関との調整作業に
着手することを記者発表。 
「車券売上の低迷により事業収支が悪化している状況に変化がなく、平成３０年度から単年
度赤字が継続する見込みであること。施設の著しい老朽化が進んでおり、今後、事業の継続
に必要な施設の大規模修繕費を捻出できるだけの事業収益を確保することが困難であるこ
と。事業廃止後の施設・用地の取り扱い方針を決定するまでに一定の期間を要すること。（記
者発表資料）」 

平成２８年４月１日 

千葉競輪開催業務について包括委託（第２回目）を実施。 
 
 
 
 
 

平成２８年６月 
包括委託業者が千葉市に対して、国際規格にのっとった屋内板張り250メートルトラックを
有する多目的施設を自社負担にて整備し、スポーツ施設として運営したいとの提案。 

（２） 千葉競輪場の存続廃止検討経緯 

期 間 平成２５年４月１日から平成２８年３月３１日まで 

受 託 業 者 日本写真判定株式会社 

包括委託額 １３億２，１００万円（３年間） 

期 間 平成２８年４月１日から平成３０年３月３１日まで 

受 託 業 者 日本写真判定株式会社 

包括委託額 ９億５，０００万円（２年間） 
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年 月 事               項 

平成２８年１２月５日 

市議会での「競輪事業」の「今後の見通しについて」の質問に対し、副市長の答弁。 
・今後の競輪事業に関しましては、本市競輪事業の包括委託先事業者である日本写真判定
株式会社から、国際規格にのっとった屋内板張り250メートルトラックを有する多目的施設を
自社負担にて整備し、スポーツ施設として運営するとともに、国際ルールに基づく競輪を実施
するとの提案がございました。 
・事業者の提案では、新たな施設を自転車を核としたスポーツの拠点として運営するとともに、
競輪事業につきましては、新たなスタイルの競走により幅広い年齢層の新規ファンを開拓し、
売り上げの向上などを図るとして、また、平成29年度末をもっての廃止に向けた主たる理由で
ある施設の著しい老朽化に伴う大規模修繕費用の捻出についての課題も解消されるものと
なっております。 
・この提案内容につきましては、競輪事業を含む施設全体の運営に関する事業者側の事業
計画や収支についての精査、国際ルールに基づく競輪を実施するための諸規程の変更など、
実現に向けて整理が必要となる課題がございますが、競輪事業の今後についての選択肢の
一つとして、関係団体等との協議などの検討作業に着手したところでございます。 

平成２９年５月２８日 

千葉市長選で、「千葉競輪場について、民間活力を導入して市民が利用できる多目的アリー
ナ（競技場）を整備し、自転車トラック競技の国際ルールに準拠した競輪を実施することで、競
輪場としての新たな賑わいに加えて自転車スポーツ振興の拠点としてリニューアルする。」こ
とをマニフェストに掲げていた現職市長が再選。 

今後の見込 平成２９年度上期を目途に最終的な判断。 

（２） 千葉競輪場の存続廃止検討経緯（つづき） 



広島市競輪運営委員会 
 

次回開催予定：平成２９年１０月中旬～１１月上旬 


